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人のうこき〈盤能書）

人　　口　　　12，246人（＋218）

男　　　　　5，923人（＋139）

女　　　　　6，323人（＋79）

世帯数∴∴∴∴も426声（＋92）

（）内日は前月比

6月のこよみ水
無
月
（
み
な
づ
き
）

授
章
を
皆
な
し
つ
く
し
た
月
と
い

う
こ
と
か
ら
、
6
月
を
水
無
月
と

い
っ
た
。

1
0
　
日
　
時
の
記
念
日

日
　
日
　
　
入
梅

1
8
　
日
　
　
父
の
日

2
2
　
日
　
　
夏
至

花
　
暦
　
花
菖
蒲
（
よ
い
訪
れ
）

誕
生
石
　
　
真
珠
（
健
康
、
雷
）

6
月
の
替
簡
用
語

初
夏
、
梅
雨
、
入
梅
、
立
夏
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避難　揚　所 �関　　係　　地　　区 

遠賀中学校 �遠賀川、新町、旧倍、松の本、臆渡、別府 
老人憩の家 �今古賀、若松、道管、島津、木守 

尾崎公民館 �尾崎 

虫生津公民館 �老良、浅木、虫生活 
画調公民館 東町公民館 遠賀高校 �千代丸、西町、東町 

上別府公民館 �上別府 

子供を水の事故から守り　ま　し　ょ　う

集
中
豪
雨
に
ご
注
意

梅
雨
時
、
特
に
梅
雨
宋
郷
は
集
中
羨

雨
が
還
り
や
す
い
時
で
す
。

気
象
庁
が
今
ま
で
に
記
録
し
た
集
中

豪
雨
一
日
の
最
大
雨
量
は
l
1
0
9
・

2
ミ
リ
と
い
う
驚
異
的
な
も
の
で
、
長

崎
県
諌
早
市
で
起
こ
り
ま
し
た
。

1
時
間
に
0
0
ー
5
0
ミ
リ
以
上
、
2
4
時

間
で
2
0
0
ミ
リ
以
上
の
雨
が
降
っ
た

と
き
、
ま
た
、
一
日
の
雨
量
が
年
間
雨

量
の
1
0
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
な
っ
た
と

き
に
「
集
中
禁
雨
」
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
福
岡
県
の
5
1
年
の
年
間
降
雨
貴
が

1
9
0
7
・
5
ミ
リ
で
す
か
ら
、
l
1

0
9
・
2
ミ
リ
と
い
う
の
は
ま
さ
に
驚

く
ほ
ど
の
雨
が
一
日
に
降
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

降
雨
畳
1
ミ
リ
と
い
う
の
は
、
l
メ

ー
ト
ル
四
方
の
地
面
に
1
リ
ッ
ト
ル
の

雨
水
が
が
た
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
を
畳
2
枚
の
広
さ
に
換
算
す

る
と
1
・
8
＝
ノ
ッ
ト
ル
ぴ
ん
に
2
本
弱

（
3
“
3
＝
ノ
ッ
ト
ル
）
の
雨
が
降
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
計
算
で
ゆ
く
と
、
1
1
0
9
・

2
ミ
リ
の
雨
量
は
畳
2
枚
に
対
し
て
、

何
と
2
0
0
リ
ッ
ト
リ
入
り
ド
ラ
ム
カ

ン
約
1
8
本
分
の
雨
が
降
っ
た
勘
定
に
な

り
ま
す
。
こ
の
雨
量
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の

年
間
平
均
雨
量
の
約
2
年
分
に
当
り
ま

す
。
そ
れ
が
1
日
で
降
る
わ
け
で
す
か

ら
た
ま
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
記
録
的
な
雨
を
降

ら
せ
た
揚
所
か
ら
わ
ず
か
7
0
キ
ロ
南
の

と
こ
ろ
の
降
雨
垂
は
5
0
ミ
リ
で
し
た
。

普
通
の
雨
は
帯
状
に
な
っ
て
降
り
、

狭
い
所
で
1
0
0
キ
ロ
、
広
い
所
で
5

0
0
キ
ロ
ぐ
ら
い
と
拡
範
囲
に
わ
た
り

で
す
か
ら
、
自
分
の
住
ん
で
い
ろ
場

所
の
特
性
を
正
確
に
つ
か
ん
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

も
し
危
険
な
状
態
に
な
っ
た
ら
避
難

す
る
準
備
が
必
要
で
す
。
夜
間
や
停
種

に
備
え
て
懐
中
舘
灯
、
ロ
ー
ソ
ク
、
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
は
用
意
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
貴
重
品
も
1
つ

に
ま
と
め
て
、
い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る

よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

遠
　
賀
　
町
　
の

遭
賀
町
で
は
、
万
一
災
害
が
発
生
し

た
指
令
や
、
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ

る
場
合
は
、
町
長
を
本
部
長
と
す
る
遠

賀
町
水
防
本
部
を
た
だ
ち
に
設
置
す
る

と
も
に
、
福
岡
管
区
気
象
台
、
県
の
水

防
本
部
、
北
九
州
土
木
専
務
所
、
県

警
本
部
、
折
尾
欝
察
署
、
自
衛
隊
、
郡

水
　
防

所
、
た
め
池
2
ヵ
所
、
そ
の
他
1
ヵ
所

）
　
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
。

万
一
危
険
な
状
態
が
起
こ
り
そ
う
な

場
合
（
山
に
亀
裂
が
で
き
た
り
、
川
や
堤

な
ど
で
水
が
あ
ふ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。

堤
防
が
切
れ
そ
う
だ
・
…
‥
な
ど
）
に
は

遠
賀
町
水
防
本
部
（
館
話
③
1
2
0
〇
・
〇

）
に
通
報
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

あ
わ
て
ず
、
お
ち
つ
い
て
、
水
防
本
部

の
指
示
に
従
っ
て
行
動
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
各
地
区
の
避
難
場
所
は
次

の
と
お
り
で
す
。
も
よ
り
の
避
難
場
所

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
す
が
、
集
中
蒙
雨
は
宙
径
で
1
0
キ
ロ

か
ら
せ
い
ぜ
い
致
十
キ
ロ
ま
で
で
す
。

そ
し
て
短
時
間
に
大
量
の
雨
が
降
り
ま

す。
で
は
、
い
っ
た
い
何
ミ
リ
の
雨
が
降

っ
た
ら
危
険
な
の
か
と
い
う
と
、
1
時

間
5
0
ミ
リ
の
雨
で
も
用
が
あ
ふ
れ
た
り

反
対
に
0
0
ミ
リ
以
上
降
っ
て
も
平
気
な

と
こ
ろ
も
あ
り
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ

ん。

山
裾
や
ガ
ケ
の
近
く
に
住
ん
で
い
ろ

人
、
災
害
が
遠
さ
や
す
い
所
に
住
ん

で
い
る
人
は
、
と
く
に
雨
の
降
り
方
を

監
視
す
る
な
ど
十
分
な
注
意
が
必
要
で

す。

消
防
署
、
消
防
団
と
密
接
な
連
係
を
と

り
、
災
害
の
予
防
と
復
旧
に
あ
た
り
ま

す。

一
方
、
日
常
の
活
動
と
し
て
、
町
内

の
危
険
地
域
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
管
理
者
へ
の
改
善
指
導
、
万
一
に

備
え
て
の
水
防
資
材
の
確
保
と
、
危
険

区
域
へ
の
配
備
を
行
な
っ
て
お
り
、
町

内
に
あ
る
危
険
が
予
想
さ
れ
る
区
域
8

ヵ
所
（
遠
く
ず
れ
4
ヵ
所
、
河
川
l
ヵ
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町
民
ハ
　
イ
キ

5
月
2
1
日
。
日
岡
日
。
晴
れ
。

午
前
9
時
、
受
付
開
始
と
同
時
に
、

1
0
6
人
に
も
及
ぶ
多
数
の
参
加
者
に

恵
ま
れ
、
参
加
者
一
同
元
気
よ
く
9
時

0
0
分
に
役
場
前
を
出
発
。
一
路
目
的
地

へ
…
…
。

途
中
「
が
ん
ば
っ
て
－
〃
」
と
い
う

声
援
を
背
に
、
こ
ど
も
た
ち
は
革
ぶ
え

の
合
唱
な
ん
ぞ
を
し
て
余
裕
の
あ
る
と

こ
ろ
を
み
せ
て
い
る
。
5
分
間
休
憩
の

と
き
も
み
ん
な
疲
れ
知
ら
ず
。
す
ぐ
百

合
野
か
ら
宮
山
へ
向
う
。
あ
っ
と
い
う

間
に
登
り
き
り
、
町
内
が
一
望
で
き
ろ

ピ
ー
ク
に
出
た
。
こ
こ
が
展
望
髄
一
の

渦
所
。
新
緑
に
輝
く
ゴ
ル
フ
場
の
グ
リ

ー
ン
か
ら
、
東
は
北
九
州
、
西
は
宗
像
、

南
は
福
智
山
～
英
産
山
、
北
は
玄
海
灘

ま
で
3
6
0
度
、
ど
ち
ら
を
向
い
て
も

ず
は
ら
し
い
展
望
が
で
き
る
と
こ
ろ
だ

ン
グ
始
末
語

っ
た
。
ま
た
し
ば
ら
く
歩
い
て
、
2
つ

先
の
ピ
ー
ク
で
食
部
を
す
ま
せ
る
。
持

参
の
弁
当
を
バ
ク
つ
い
た
あ
と
、
歌
う

人
、
風
景
に
感
激
す
る
人
な
ど
、
1
時

間
半
は
ア
ッ
と
い
う
ま
に
過
ぎ
た
。
今

が
満
開
の
つ
つ
じ
を
見
な
が
ら
山
を
下

り
始
め
る
。
帰
路
は
ゴ
ル
フ
鴇
を
南
へ

回
っ
て
新
屋
敷
に
出
る
。
町
内
の
「
ミ

ニ
渓
谷
」
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
下

り
は
長
か
っ
だ
。
一
番
心
配
さ
れ
た
マ

ム
シ
の
被
害
な
ど
に
も
あ
あ
ず
、
役
場

前
に
予
定
ど
お
り
午
後
4
時
全
員
無
事

帰
替
。
や
っ
と
一
安
心
…
…
。
み
な
さ

ん
ど
う
も
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
や
っ
て
み
た
い

l
日
で
し
た
。

な
お
、
こ
の
催
し
に
参
加
さ
れ
た
方

々
、
ま
た
、
遠
賀
町
教
育
委
員
会
、
読

売
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
ご
協

力
に
対
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

主
脳
∴
遺
徳
町
山
友
会

（
5
月
年
記
念
）

会
長
　
加
藤
∴
裕
吉

企
画
運
営
委
員
長

佐
伯
　
政
卓

老
人
医
療
費
受
給
者
証
を

切
り
替
え
ま
す

老
人
医
感
賞
受
給
者
証
の
切
り
替
え

を
、
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、

受
給
資
格
者
は
必
ず
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
と
対
象
地
区

時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
か
ら
1
6
時
孤

分
ま
で

・
6
月
2
8
日
　
島
津
、
若
松
、
鬼
津
、

尾
崎
、
別
府
、
千
代
丸

・
6
月
お
目
　
遠
賀
川
、
今
古
賀
、

新
町
、
旧
倍
、
広
陵
、

松
の
本
、
道
管

・
6
月
0
0
日
　
木
守
、
浅
木
、
老
良
、

国
民
健
康
保
険
証
の

上
別
府
、
若
葉
台
、

虫
生
津
、
東
町
、
西
町

▽
場
所
　
役
場
正
面
玄
関
入
口

▽
持
参
品

・印遊
。
保
険
証
（
受
給
対
象
者
の
加
入
し
て

い
ろ
保
険
証
）

・
現
在
お
持
ち
の
老
人
医
療
証

o
昭
和
弱
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し

た
人
は
、
本
人
、
配
偶
者
及
び
抹
饗

義
務
者
の
誰
年
分
所
得
柾
明
書
か
源

泉
徴
収
票

切
り
替
え
は
済
み
ま
し
た
か

国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え
を
、

3
月
末
行
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
旧
保
険

証
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
あ
り
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
証
は
、
翰
年
1
月

き
ま
せ
ん
の
で
、
早
急
に
役
場
厚
生
課

で
切
り
替
え
の
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ

い
。
な
お
持
参
す
る
も
の
は
旧
保
険
証

と
印
鑑
で
す
。

今
回
、
昭
和
艶
年
分
所
得
税
の
特
別

減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
額
が
還
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

逗
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六
千

円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
糞
親
族
は

一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計
算
し
た

金
額
で
す
。
た
だ
し
、
昭
和
酸
年
分
の

所
得
説
額
の
方
が
少
な
い
と
き
は
、
そ

の
税
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
還
付
方
法

と
そ
の
手
綾
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＜
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
V

本
年
6
月
1
日
現
在
に
お
い
て
昨
年

と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
、
6
～
7
月
ご
ろ
、
勤
務
先

か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

∧
謡
薬
所
得
者
な
ど
の
場
合
＞

野
菜
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

納
税
し
た
人
は
、
6
月
末
ご
ろ
に
税
務

署
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
同

封
し
て
あ
る
還
付
爾
来
番
用
紙
に
所
要

の
郵
項
を
諒
大
し
て
、
税
務
署
に
送
り

返
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
ま
す
と
、

税
務
署
か
ら
還
付
金
の
支
払
通
知
蕊
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ
の
支
払
通

知
書
に
よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受

取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＜
そ
の
他
の
人
の
場
合
＞

今
年
に
な
っ
て
5
月
末
ま
で
に
退
職

し
た
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職
し
た
人

な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付
話
求
を
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭
和
5
2
年
分

の
確
定
申
告
蕾
を
提
出
し
て
い
な
い
人

は
、
期
限
後
の
確
定
申
告
を
し
て
、
特

別
減
税
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
へ
。

1
日
か
ら
新
保
険
証
で
な
い
と
使
用
で

国
民
健
康
保
険
の

加
入
手
続
き
は
済
み
ま
し
た
か

○
会
社
の
保
険
を
や
め
た
人

○
他
の
市
町
村
で
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
て
転
入
し
た
人

○
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
人

○
子
供
が
生
ま
れ
た
人

以
上
の
人
は
す
ぐ
に
役
場
に
届
け
出

を
行
い
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
手
続

き
を
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
す
ぐ

に
届
け
出
を
し
な
く
て
2
週
間
以
上
遅

れ
て
加
入
手
続
き
を
き
れ
た
場
合
、
保

険
税
は
前
記
の
郵
が
ら
が
生
じ
た
日
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
徴
収
さ
れ
、
国
民
健

康
保
険
証
を
使
え
る
の
は
保
険
証
を
発

行
し
た
日
か
ら
し
か
使
え
な
い
と
い
う

損
を
す
る
よ
う
な
か
た
ち
に
な
り
ま
す

の
で
、
前
記
に
か
か
げ
ろ
よ
う
な
菰
由

が
生
じ
た
勘
合
は
す
ぐ
に
遠
賀
町
厚
生

課
へ
届
け
出
て
加
入
手
続
き
を
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
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第
5
回
遠
賀
町
歌
式
野
球
大
会
の
結
果

4
月
0
0
日
、
5
月
3
日
の
両
日
、
遠

賀
中
学
校
、
浅
木
小
学
筏
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
第
5
回
遠
賀
町
歌
式
野
球
大
会

の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

な
お
、
優
勝
の
鬼
津
は
初
優
勝
で
し

た。

・
使
用
中
の
施
設
管
理
に
つ
い
て
責
任

を
負
う
こ
と

・
利
用
時
問
を
厳
守
す
る
こ
と

。
火
災
予
防
に
努
め
、
嘆
煙
は
所
定
の

揚
所
で
行
な
う
こ
と

。
許
可
以
外
の
施
設
に
立
ち
入
ら
な
い

こ
1
こ

・
利
用
後
は
き
れ
い
に
清
掃
、
盤
と
ん

し
、
空
カ
ン
、
空
ビ
ン
、
た
ば
こ
の

す
い
か
ら
、
ち
り
紙
等
は
利
用
者
が

持
ち
帰
る
こ
と

・
体
育
館
、
詣
堂
の
利
用
者
に
は
、
土

足
を
厳
禁
す
る

・
車
両
等
は
、
指
定
さ
れ
た
駐
車
場
以

外
の
場
所
（
特
に
運
動
掲
）
　
へ
乗
り

入
れ
な
い
こ
と

以
上
の
諒
項
が
守
ら
れ
な
い
利
用
団

体
の
使
用
は
禁
止
し
ま
す
。

籍

1

回

遠

賀

町

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す

学
校
の
体
育
施
設
が
利
用
で
き
ま
す
。

町
立
の
学
校
施
設
（
体
育
館
、
遊
動

嫁
、
諦
堂
）
を
利
用
さ
れ
る
抱
合
、
次

各
学
校
長

い
づ
れ
も
各
管
理
者
の
許
可
を
得
な

の
要
領
で
こ
利
用
下

さい。
▽
利
用
申
し
込
み
先

o
体
育
館
（
連
中
、

広
漠
小
）
遠
賀
町
教
育
委

員
会
社
会
教
育

課

・
講
堂
（
浅
木
小
、

島
田
小
）
各
学
校
長

・校庭

▽
利
用
す
る
陳
に
守
っ
て
い
た
だ
く
こ

と

次
の
日
誼
で
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
腕
に
自
信
の
あ
る

人
も
、
な
い
人
も
、
ふ
ろ
っ
て
出
現
し

て
下
さ
い
。

▽
日
時
・
7
月
2
日
（
日
）

。
受
付
8
時
4
5
分
～
9
時
5
0
分

。
試
合
開
始
9
時
4
5
分

∇
会
揖
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

▽
出
現
資
格
　
町
内
在
住
者
で
中
学
生

以
上
の
人
（
含
む
中
学
生
）

▽
競
技
内
容
　
男
女
ダ
ブ
ル
ス
及
び
シ

ン
グ
ル
ス

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

▽
主
催
　
遠
賀
町
体
育
協
会

遠
賀
町
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
会

▽
後
援
　
遠
賀
町
教
育
委
員
会

▽
申
込
先
　
宙
詰
ま
た
は
禁
書
で
、
町

内
大
字
今
古
賀
掘
、
遠
賀
町

教
育
委
貝
会
社
会
教
育
課
（

感
話
⑨
1
3
5
5
）
　
へ

・
葉
書
に
は
、
参
加
者
氏
名
、

生
年
月
日
、
住
所
、
砥
話
番

号
、
男
女
の
別
の
ほ
か
、

「
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
」
と

話
人
し
て
下
さ
い
。

▽
筋
切
り

∇
そ
の
他

6
月
節
目
（
月
）
ま
で

出
場
者
は
、
胸
と
背
に
氏

名
記
入
の
布
を
つ
け
て
く
だ

さい。

頓
和
5
3
年
鹿
町
県
民
税
の

納
期
前
納
付
に
か
か
る
前

納
粗
奨
金
の
支
払
方
法
の

改
正
に
つ
い
て

町
県
民
税
を
納
姻
限
内
に
納
付
す
る

際
に
、
宋
到
来
の
納
期
分
を
同
時
に
納

付
す
る
場
合
、
税
額
か
ら
前
納
報
奨
金

を
差
引
い
て
納
め
ら
れ
る
納
税
通
知
書

に
昭
和
馳
年
度
か
ら
改
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

前
納
の
方
法
に
は
次
の
6
通
り
が
あ

り
ま
す
。
m
 
I
期
分
を
納
付
す
る
際
に
2
期

3
期
、
4
期
分
を
あ
わ
せ
て
納
付

す
る
場
合
。

㈲
　
l
期
分
を
納
付
す
る
陳
に
2
姻

3
期
分
を
あ
わ
せ
て
納
付
す
る
掛

合。
㈲
　
1
期
分
を
納
付
す
る
際
に
2
期

分
を
あ
わ
せ
て
納
付
す
る
抱
合
。

㈲
∴
2
糊
分
を
納
付
す
る
際
に
3
期

4
期
分
を
あ
わ
せ
て
納
付
す
る
抱

合。
㈹
　
2
細
分
を
納
付
す
る
陳
に
3
期

分
を
あ
わ
せ
て
納
付
す
る
場
合
。

㈲
　
3
期
分
を
納
付
す
る
陳
に
1
期

分
を
あ
わ
せ
て
納
付
す
る
場
合
。

注
一
、
m
の
方
法
で
全
期
分
を
前
納
さ

れ
る
掲
合
は
、
納
付
膏
薬
領
収
済

通
知
書
の
全
閉
の
納
付
蕾
で
前
納

報
奨
金
を
差
引
い
て
納
め
て
下
さ

い。㈲
㈲
㈲
㈹
㈲
の
方
法
で
前
納
さ
れ

る
場
合
は
、
指
定
金
融
機
関
等
で

計
算
を
し
て
も
ら
っ
て
納
め
て
下

さい。

不
明
な
点
は
、
税
務
係
に
お
尋
ね
下

さい。

－
日
払
目
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工場も店舗も会社も学撥も
6月15日　事業所統計調査
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遠
賀
町
文
学
散
歩
　
（
六
）

〝
事
業
所
統
計
調
査
〃
に
ご
協
力
下
さ
い

小
　
　
鳥

地
主
さ
ま
、
と
呼
ば
れ
る
お
宮
が
、

丘
の
中
腹
に
あ
る
。
こ
の
前
訪
れ
た
と

き
は
桜
の
頃
で
、
広
前
に
シ
ー
ト
が
拡

け
ち
れ
て
あ
っ
た
。
聞
く
と
昼
か
ら
お

花
見
ら
し
い
。
こ
の
地
に
住
む
人
々
が

掛お宮
日
の
神
事
が
、
そ
の
昔
か
ら
続
け

ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
う
ざ
っ

と
二
百
年
に
も
な
る
お
面
が
、
黙
っ
て

桜
の
花
の
紋
る
昼
さ
が
り
の
空
間
を
占

領
し
て
い
た
。

苦
か
ら
う
け
つ
い

で
来
た
農
作
業
の

間
を
、
こ
う
し
て

桜
の
花
を
眺
め
て

き
た
の
で
あ
ろ
う

久
し
く
味
わ
え
な

か
っ
た
花
見
と
い

う
感
覚
を
頭
の
中

で
描
い
て
見
た
。

見
せ
て
い
た
だ
い

た
社
宝
の
「
鼻
南

面
」
　
の
愛
に
書
か

れ
た天
明
壬
寅
九
月

散
る
さ
く
ら

埴
赤
々
と

人
ら
働
く

も
う
す
っ
か
り
薬
桜

に
な
っ
た
あ
る
日
、

ま
た
こ
の
社
を
訪
ね

て
見
た
。
社
殿
の
裏

に
廻
る
と
、
大
き
な

銀
杏
の
樹
の
根
っ
こ

に
抱
か
れ
る
よ
う
に

一
つ
の
板
碑
が
目
に

つ
く
、
吾
は
木
の
根

に
立
て
ら
れ
て
い
た

庄
屋
　
三
原
0
0

壮
挙
　
安
萬
0
0

う
す
ぐ
ろ
い
文
字
を
眺
め
て
、
歴
史
の

歩
み
を
感
じ
た
。
こ
の
お
面
を
被
っ
て

も
の
が
、
い
つ
の
間
に
か
こ
ん
な
型
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
水
成
岩
の
た
め
か

す
か
に
仏
体
が
う
か
が
え
る
だ
け
で
、

永
い
時
間
が
す
ぎ
去
っ
た
こ
と
を
思
わ

せ
る
。
　
　
　
　
　
片
山
花
御
史

昭
和
5
0
年
度
福
岡
県
老
人

居
室
整
備
資
金
貸
付
事
業

の
実
施
に
つ
い
て

老
人
居
室
整
備
資
金
貸
付
の
受
付
を

い
た
し
ま
す
。
受
付
期
間
は
7
月
2
0
日

ま
で
。
貸
付
限
度
額
は
的
万
円
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
福
祉
係
ま
で
問
い

合
せ
下
さ
い
。

宇
宙
と
の
遭
遇

7
月
1
5
日
か
ら
、
来
年
1
月
1
5
日
ま

で
、
東
京
の
「
船
の
科
学
館
」
で
宇
宙

科
学
博
覧
会
が
関
馳
さ
れ
ま
す
。

月
面
車
、
月
の
石
、
ア
ポ
ロ
、
ス
カ

イ
ラ
ブ
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
な
ど
の

展
示
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
倒
し
も

の
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
宇
宙

と
道
過
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

昭
和
5
3
年
事
業
所
統
計
調
査
が
、
来

た
る
6
月
1
5
日
に
、
全
国
い
っ
せ
い
に

行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
世
帯
を
漏
れ
な
く
調

査
す
る
国
勢
調
査
に
対
し
、
全
国
の
事

業
所
を
漏
れ
な
く
謁
査
す
る
悉
皆
調
査

で
す
。
こ
の
た
め
営
利
・
非
営
利
に
か

か
わ
ら
ず
、
草
葉
を
行
っ
て
い
る
す
べ

て
の
疎
葉
所
、
例
え
ば
、
工
場
、
商
店

会
社
、
官
公
庁
、
学
校
、
病
院
か
ら
国

鉄
、
私
鉄
の
駅
、
神
社
、
仏
閣
に
い
た

る
ま
で
す
べ
て
調
査
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
我
国
の
産
業
や
規

模
等
の
基
本
構
造
を
、
言
い
換
え
れ
ば

産
業
の
見
取
り
図
を
示
す
も
の
と
し
て

国
は
も
ち
ろ
ん
、
都
道
府
県
、
市
町
村

で
の
各
繭
の
行
政
・
経
済
施
策
々
定
の

基
礎
資
料
と
し
て
多
方
面
に
利
用
さ
れ

ます。6
月
1
5
日
か
ら
2
5
日
頃
の
間
に
塾
楽

所
統
計
調
査
の
調
査
貝
が
、
邸
楽
所
に

お
伺
い
し
、
寧
楽
所
の
名
称
、
所
在
地

経
営
組
織
、
本
所
又
は
支
所
の
別
、
開

設
時
期
、
草
葉
の
種
類
、
従
業
者
数
な

ど
巻
本
事
項
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
内
容
等
不
明
な
点
は
、
役
場
企

画
課
、
豊
沢
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

☆
募
　
集
　
中

※
空
手
数
室
生
捷

老
若
男
女
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
空
手

教
室
生
後
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
（

小
学
校
一
年
生
以
上
）

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
、
金
曜
日

▽
時
　
間
　
午
後
7
時
～
8
時
5
0
分
ま

で

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館
ホ
ー

ル
（
遠
賀
川
郵
便
局
旗
）

▽
指
導
者
　
謎
発
会
総
本
部
道
場
の
師

範
な
ら
び
に
高
段
者

〇
年
数
回
の
昇
級
昇
段
試
験
も
あ
り
、

各
種
大
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

又
、
「
ヌ
ン
チ
ャ
ク
」
　
「
サ
イ
」
等

も
練
習
に
取
り
入
れ
て
お
り
ま
す
。

希
望
者
は
面
接
会
現
に
来
ら
れ
る
か

左
記
へ
問
い
合
せ
下
さ
い
。

総
　
譜
　
⑨
1
5
7
0
　
中
井

役
場
内
（
⑨
1
2
3
4
）
半
田

※
交
通
遺
児
修
学
資
金
奨
学
生

詳
細
は
、
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町

1
日
T
n
番
郷
号
、
交
通
遺
児
育
英

会
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

※
財
形
住
宅
資
金
借
受
肴

お
問
い
合
せ
は
、
住
宅
金
融
公
厚
福

岡
支
所
住
宅
相
談
所
、
屯
諸
0
9
2

（
7
1
2
）
5
5
5
5
へ

☆
試
　
験

※
田
和
弱
年
度
職
業
胡
蝶
指
導
員
拭
験

詳
細
は
、
福
岡
県
労
働
部
職
業
訓
練

課
、
屯
話
0
9
2
（
7
4
1
）
5
9

4
0
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

※
防
衛
庁
職
員
採
用
賦
験

詳
細
は
、
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

2
の
1
0
の
7
、
福
岡
防
衛
施
設
局
総

務
課
人
事
係
、
結
語
0
9
2
（
4
7

2

）

2

3

2

1

へ

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
　
完
山
　
氏
登
楼

（
虫
生
津
）
完
山
　
富
鉦
殿

故
　
後
壊
マ
ツ
エ
様

（
東
町
）
　
後
藤
∴
勝
久
殿

故
　
泉
原
　
律
子
　
様

（
別
府
）
　
泉
原
　
普
義
級

数
　
大
場
　
蕃
生
　
楼

（
別
府
）
　
大
場
マ
ツ
エ
殿

故
　
池
田
ヒ
デ
子
　
様

（
若
松
）
　
池
田
　
正
夫
殿

故
　
苗
場
　
プ
チ
　
様

（
広
漠
）
　
古
揖

故
　
門
司
　
刀
子
　
様

（
鬼
津
）
　
門
司

故
　
増
田
　
和
睦
　
様

（
広
漠
）
　
増
田
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国民年金は、毎月月末が納期です。

▽
朔
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
予
者

▽
料
　
金

▽
接
頭
方
法

▽
持
参
晶

▽
そ
の
他

今
月
の
税
金

県
　
民
　
税
　
　
1
期
分

納
期
限
　
　
6
月
2
6
日
ま
で

笑
顔
で
納
税
　
明
る
い
町
政

5
月
2
2
日
～
6
月
2
1
日

各
医
院
、
病
院
の
診
猿
時

間
内
町
内
各
医
院
、
病
院

3
酸
以
上
の
人

1
回
に
つ
き
六
百
二
十
円

昨
年
受
け
た
人
は
l
回
、

受
け
て
な
い
人
は
l
I
2

週
間
の
固
寵
を
お
い
て
2

回
接
穂

印
鑑
、
朝
の
体
温
、
料
金

1
5
践
未
満
、
生
保
及
び
準

ず
る
世
帯
の
方
で
接
謹
話

望
者
は
役
渇
に
印
鑑
を
持

参
下
さ
い
。
無
料
用
の
問

診
票
を
配
付
致
し
ま
す
。

6
月
1
9
日
（
月
）

7
月
1
7
日
（
月
）

1
0
時
～
Ⅱ
時
0
0
分

1
歳
未
満
児

役
場
保
健
室

▽
持
参
愚
　
母
子
手
帳

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
等
測
定
、
食

夢
等
の
相
談

※
結
被
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
結
果
及
び
洩

れ
者
再
検
珍

o
結
果
通
知
5
月
に
実
施
し
ま
し
た
検

診
結
果
に
つ
き
ま
し
て
、

6
月
豹
旧
ま
で
に
連
絡
の

な
い
人
は
異
状
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
個
人
通
知
は
致

し
ま
せ
ん
。

o
洩
れ
者
検
診

▽
対
象
者
　
町
内
住
民
全
員

（
学
生
、
保
育
園
児
、
事

業
所
勤
務
者
及
び
6
歳
未

満
児
は
除
き
ま
す
。
）

▽
期
　
日
　
1
月
1
日
（
土
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
n
時
0
0
分

1
3
時
0
0
分
～
1
6
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

▽
持
参
品
　
受
診
券
又
は
役
場
か
ら
の

通
知
の
葉
書

▽
そ
の
他
　
下
着
は
ボ
タ
ン
、
ホ
ッ
ク

類
の
な
い
も
の
。

う
す
い
も
の
な
ら
着
た
ま

ま
写
れ
ま
す
。

受
診
券
の
な
い
方
で
検
診

を
希
望
さ
れ
る
方
は
当
日

受
付
で
相
談
し
て
下
さ
い

対
象
者
は
受
診
さ
れ
な
い

と
後
日
保
健
所
、
病
院
等

に
て
有
料
で
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
夏
期
大
掃
除
用
薬
剤
の
配
付
に
つ
い

て

▽
配
付
丑
　
一
世
帯
　
粉
剤
一
袋

（
乳
剤
は
芦
別
配
付
致

し
ま
せ
ん
。
）

▽
使
用
法
及
び
使
用
上
注
憩

袋
に
記
載
し
て
あ
り
ま

す。

○
名
　
称

○
届
出
期
限

0
届
出
先

※
毒
ヘ
ビ
（
ま
む
し
）

の
血
清
保
鐘
に
つ
い

て役
場
衛
生
係
で
は
、

越
方
限
共
有
基
地

堂
之
元
共
有
基
地

北
向
方
限
共
有
基
地

塩
屋
共
有
基
地

昭
和
拍
車
1
0
月
3
1
日

大
根
占
町
役
場

感
話
0
9
9
4
2
（
2
）

0
－
へ
）
l
l

夏
期
環
境
浄
化
と
伝
染
病
予
防
の
た

め
に
毎
年
実
施
致
し
て
い
ま
す
下
水

溝
、
ド
ブ
の
清
掃
及
び
消
費
を
、
本
年

も
各
区
、
隣
組
単
位
共
同
で
実
施
し

て
い
た
だ
く
よ
う
乳
剤
を
各
区
長
宅

に
寵
付
し
ま
す
の
で
、
区
長
、
保
健

衛
生
推
進
貝
の
指
示
の
も
と
で
実
施

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
と
平
行
し
て
各
世
帯
毎

に
粉
剤
を
配
付
致
し
ま
す
の
で
、
各

世
帯
毎
散
布
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

▽
実
施
期
間
　
6
月
務
日
～
8
月
1
0
日

誌
ヘ
ビ
幕
政
防
止
の
た
め
、
ま
む
し

用
の
血
清
を
保
管
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
か
ま
れ
た
ら
御
利
用
下
き

い。
▽
か
ま
れ
た
ら

キ
ズ
ロ
よ
り
心
臓
に
近
い
関
節
付
近

で
血
の
流
れ
を
止
め
ろ
。
（
ひ
も
等

で
き
つ
く
し
は
ろ
）

キ
ズ
ロ
よ
り
血
と
い
っ
し
ょ
に
蕾
を

し
は
り
出
す
。

救
急
車
の
手
配
を
す
る
。

役
場
で
血
清
を
受
け
取
る
。

病
院
で
手
当
を
受
け
る
。

※
懸
絶
墳
墓
の
改
糠
に
つ
い
て

無
縁
墳
馨
の
改
葬
が
あ
り
ま
す
の
で

関
係
者
が
あ
れ
ば
届
出
て
下
さ
い
。

∇
所
在
地
　
鹿
児
島
県
肝
属
郡
大
根
占

町
域
元
字
船
倉
8
5
8
番

地同
学
組
合
8
5
3
～
4
番

地同
字
浜
添
5
4
0
番
地

同
学
塩
入
2
9
8
の
l
番

地

北
海
道
勇
払
郡
鵡
川
町
字

有
明
銘
番
地

有
明
共
同
基
地

昭
和
弱
年
6
月
5
0
日

鵡
川
町
役
場
福
祉
課

宙
話
0
1
1
5
4
（
2
）

〇
人
ー
▲
1
1
－
1

兵
庫
県
加
西
市
野
田
町
草

道
下
2
5
4
番
地

同
学
土
居
の
内

土
居
の
内
基
地

昭
和
穏
年
7
月
紳
日

加
西
市
役
所
同
封
室

表

　

　

　

紙

5
月
2
1
日
、
遠
賀
山
友
会
の
主

催
で
「
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
」
が
あ

り
ま
し
た
。

お
り
か
ら
の
晴
天
続
き
に
、
参

加
者
は
、
絢
子
姿
も
勇
ま
し
く
ス

タ
ー
ト
。
道
中
は
、
汗
を
ふ
さ
ふ

さ
、
そ
れ
で
も
楽
し
そ
う
に
お
し

ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、
木
々
の
新

緑
の
間
を
歩
い
て
い
ま
し
た
。


